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1. 会社概要 
事業者名 大進精機株式会社 

代表者 代表取締役 宮田正広 

所在地 本社工場 東京都大田区南六郷 1-28-8 

本羽田工場 東京都大田区本羽田 2-12-1-209 

熊本工場 熊本県上益城郡御船町滝川 1830-6 

関連会社 株式会社ヴォーグ（EA21 対象外) 

岩手県花巻市二枚橋第 5 地割 6 番地 38 

環境管理責任者 製造部 工場⾧ 岡田 秀也 

担当者及び連絡先 総務担当 椛澤光男 E-Mail:t.kabasawa@daishin-s-k.jp 

ＴＥＬ:03-3737-0851  ＦＡＸ:03-3737-0871 

熊本工場担当 渡辺誠    E-Mail:kumamoto@daishin-s-k.jp 

ＴＥＬ:096-281-4012 ＦＡＸ:096-281-4013 

事業活動 各種精密部品 機械加工 

鉄道車両駆動装置・半導体製造装置・産業用ロボット関連・液晶装置関連 

医療機器・航空宇宙産業・防衛産業・原子力発電関連など 

事業規模 創立 昭和 45 年 3 月 

資本金 1000 万円 

従業員数 40 名（グループ総数:65 名） 

延べ床面積 586（本社・工場㎡） 

99 （本羽田・工場㎡） 

319（熊本・工場㎡） 
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2.対象範囲 
登録範囲は全事業所を対象とし、登録内容は事業内容とする。 

(１) 実施体制表 

  

≪事業の組織≫

熊本工場
熊本県上益城郡御船町滝川1830-6

代表取締役

安全衛生・環境会議

環境管理責任者

環境事務局

本社
東京都大田区南六郷1丁目28番8号

本社工場
東京都大田区南六郷1丁目28番8号

本羽田工場
東京都大田区本羽田2-12-1ﾃｸﾉｳｨﾝｸﾞ
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(２) 役割・責任・権限 

 職名 役割・責任・権限 

代表者 

・環境経営に関する統括責任 

・経営における課題とチャンスの明確化 

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境管理責任者を任命 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

環境管理責任者 

・環境経営システムを構築・運用する 

・環境関連法規一覧表作成及び遵守評価実施 

・ＥＡ21 実施体制図作成 

・別表 環境負荷チェックの実施 

環境事務局 

・環境経営目標・環境経営実施計画書/実績表の作成 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境経営レポート作成 

・環境関連文書・記録の管理 

工場環境管理責任者 

・自部門における環境経営システムの実施 

・環境経営目標及び環境経営計画の実施、その達成状況の報告 

・自部門の問題点の発見・是正・予防処置 

・環境経営目標・環境経営の従業員への教育 

全従業員 
・環境経営方針を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚 

・環境経営システムの役割分担とエコアクション 21 活動を推進する 
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3. 環境経営方針 
弊社で物品を購入・販売するにあたって、事業活動・製品環境共に環境に配慮
した営業活動を行う為、課題とチャンスを踏まえ、以下の環境経営方針を定め
る。 
大進精機株式会社の従業員は、下記の環境方針に従って活動を推進する。 

 ≪理念≫ 
私たち 大進精機株式会社は、金属部品加工製造業として環境問題の重要性
を認識し、『自然環境と調和』を意識し、環境保全と社会への貢献を目指し、継
続的な改善に取り組みます。 

 ≪方針≫ 
弊社は以下の方針に基づき、環境保全と社会への貢献を実践する。 

(１) 環境関連法規制を遵守すると共に、環境方針に則り、自主基準・業務手順を整
備し、環境マネジメントシステムの継続的改善に努める。 

(２) 廃棄物排出量の削減と、資源としての再利用を促進する。 
(３) 全ての事業活動通じて環境に与えている影響を考え、社内でできる技術的･経

済的に可能な環境目標を定め、全社員で環境活動に配慮した生産活動を継続
的に推進する。 

(４) 温室効果ガス排出量の削減・一般、産業廃棄物排出量の削減・水資源使用
量の削減に務める。 
ｸﾞﾘ-ン調達の実施(材料・物品購入・化石燃料、切削油の削減） 
環境にやさしい継続的な生産活動柄御推進する。 

(５) 工程不良の削減を図る。 
(６) この環境方針達成の為、会社の環境目標を設定し、社員全員で環境保全に基

づく活動を推進する。 
(７) 環境目的・目標を定期的に見直し、必要に応じて改訂を行う。 
(８) 環境方針は、文書化して全従業員に啓蒙を図る。又、外部からの要求に応じて

開示する。 

 ≪工場環境管理責任者の任命≫ 
環境方針、環境目標を全社員へ理解させ維持・改善する為、各部門⾧に責
任と権限を与えて工場環境管理責任者として任命する。 

発行日 2021 年 1 月 1 日 

大進精機株式会社 

代表取締役 宮田正広 
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4.環境経営目標(単年度及び中⾧期目標) 

環境経営目標項目 
環境経営目標値 

基準年 
2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

目標 目標 目標 目標 

二酸化炭素の削減 (kg-CO2) 

 二酸化炭素 
264,641 259,348 254,055 248,763 243,470 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

エネルギー使用量 (kWh) 

 

電力使用量 

本社工場(kWh) 

378,880 371,302 363,725 356,147 348,570 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

電力使用量 

本羽田工場(kWh) 

24,023 23,543 23,062 22,582 22,101 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

電力使用量 

熊本工場(kWh) 

152,384 149,336 146,289 143,241 140,193 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

ガソリン (L) 
5,207 5,103 4,999 4,894 4,790 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

軽油 (L) 
2,180 2,136 2,093 2,049 2,005 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

灯油 (L) 
274 269 263 258 252 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

液化石油ガス(LPG) 

(㎥) 

181 177 174 170 167 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

ごみの削減 

 

一般廃棄物 (Kg) 
6,030 5,909 5,789 5,668 5,548 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

産業廃棄物 (Kg) 
22,782 22,326 21,871 21,415 20,959 

基準値 -2% -4% -6% -8% 

 水使用量 (㎥) 
409 401 393 384 376 

基準値 -2% -4% -6% -8% 
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5．環境経営計画 

目標 活動項目 責任者 実施時期 
電力使用量の削減 ・冷暖房機器は適切な温度で使用する 

※製造に係る部門は(23℃±5℃) 

・ムダな電気消灯、不使用時の設備電源停止 

・品質管理強化し不良品撲滅 再製作を0に 

・PC業務を見直し簡略させ業務効率化 

該当部門⾧ 通年 

ガソリン使用量の削減 ・エコドライブ・アイドリングストップの励行。 

・定期点検実施 

・朝礼活用し、2重ルート外回りを防ぐ。 

該当部門⾧ 通年 

可燃ごみの削減 ・PC業務を見直し簡略させ業務効率化 

・分別の徹底 

該当部門⾧ 通年 

水使用量の削減 節水ステッカーを貼り、省資源 節水教育 該当部門⾧ 通年 

6．環境経営目標の取り組み結果 

環境への負荷 単位 
2022 年 1～12 月 

評価 
目標 実績 目標比 

温室効果ガス排出量 
 

二酸化炭素 総量 kg-CO2 248,763 297,552 +19.6% × 

エネルギー使用量 
 

本社工場 (排出係数＝0.489) 

kWh 

356,147 424,451 +19.2% × 

本羽田工場 (排出係数＝0.468) 22,582 41,885 +85.48% × 

熊本工場 (排出係数＝0.319) 143,241 166,232 +16.1% × 

ガソリン (排出係数＝2.32) 

L 

4,895 5,571 +13.8% × 

軽油 (排出係数＝2.58) 2,050 1,461 -28.7% 〇 

灯油 (排出係数＝2.49) 258 0 - 〇 

LPG (排出係数＝6.21) ㎥ 170.3 108.0 -36.6% 〇 

廃棄物排出量 

 一般廃棄物 Kg 21,415 25,706 +20.0% × 

産業廃棄物 Kg 10,522 9,151 -13.0% 〇 

水使用量 
 

上水 ｍ3 384.5 353 -8.19% 〇 

目標比+5.0％までは○として 
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7. 環境関連法規等の遵守状況及び違反・訴訟の有無  

 法的義務を受ける主な環境関連法規制は以下の通りです。  

 （1）主な環境法規制の遵守状況  

No. 法規名 要求事項 遵守評価結果 

適用・遵守事項 条項 確認資料等 判定 

1 廃棄物処理法 分別の徹底 法 6 条 廃棄物置場 〇 

廃棄処理の委託 法 12 条 マニフェスト 〇 

2 労働安全衛生法 SDS 義務のリスク評価 法 57 条-3 ① 安全管理者選定 〇 

3 消防法 防火管理者の選任と届出 法 8 条 届出書類 〇 

少量危険物保管 〇 

4 環境確保条例 工場認可 第 2 条 届出書類 〇 

5 フロン排出抑制法 エアコン・冷蔵庫 第 16 条 簡易点検表 〇 

6 下水道法 公共下水道 通常使用汚水 異常時 PH 基準確認 〇 

7 家電リサイクル法 ﾃﾚﾋﾞ・ｴｱｺﾝ・洗濯機・冷蔵

庫 

 
買替・破棄専門業者 〇 

8 自動車リサイクル法 業務用車両 6 台 
 

ﾄﾖﾀﾓﾋﾞﾘﾃｲ東京 〇 

9 熊本県条例 本社関連法規に準じる 
 

  〇 

10 企業間の取決め Rohs 指令 
 

製品構成物質データシート 〇 

REACH 規制 
 

含有有無証明書 〇 

不使用証明書 〇 

定期評価の結果、法規制の逸脱はありませんでした。 

又、違反や訴訟も設立以来発生していません。 
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8. 代表者による全体評価と見直し結果 
 <2022 年度 1～12 月 マネジメントレビュー記録> 

① 取組状況の評価結果 
  項目 報告内容 代表者の評価 

(1) 
環境目標の達成状況、

並びに環境活動計画の

実施状況 

2022 年度  

環境経営計画書 

2019 年度より ECO 活動に意識を向けた環境経営活動 EA21 を本格的

にスタートしましたが、機械設備の増設などをもあり目標は達成することができ

ず、数値は悪化した。 

(2) 
火災発生の通報・避難

訓練に実施状況 

実施状況、手順書の説明

報告 

火災対応を環境上の緊急事態とし毎年定期的に訓練実施のこと。訓練の

結果を受けて手順書の見直し継続して実施した。 

(3) 
環境法規制等に対する

遵守状況、並びに定期

確認結果 

遵守状況と違反無しと報告 引続き、関連法規の改訂等の情報入手に努めた。 

 
② 目標・環境活動計画の達成状況  

目標項目 目標値 

達成状況 

活動計画 

実施状況 

コメント（目標値、活動計画に対するコメント） 

（1） 二酸化炭素排

出量の削減 
× × 

機械の増加が原因で数値目標は達成できず、数値は悪化したが削減できてい

る項目もある為、引き続き改善を進める。 

（2） 一般廃棄物の

削減 
〇 〇 

各人員が意識して取り組んでいる結果により目標達成できた。 

（3） 産業廃棄物の

削減 
× 〇 

機械潤滑油の選定や、新機種機械の導入により、廃油は量が減少している

が、売上と共に金属くずが増加している、削減できるところは削減を続ける。 

（4） 水道量削減 〇 〇 水道量削減は、節水効果を徹底したことにより、目標達成できた。 

（5） ECO 活動推進 〇 〇 事務部門のペーパ-レス化を継続実施中 

目標比 105.0％までは○としている 

 

③ 代表者による環境方針等の変更の必要性並びに指摘事項 
 

項目 変更の要否 指示事項等 

（1） 環境方針 否 変更なし 

（2） 環境目標 否 変更なし 

（3） 環境活動計画 否 変更なし 

（4） 実施体制 否 変更なし 

（5） 環境経営システム 否 変更なし 

（6） 総括 否 

概ね順調、引き続き活動を継続。新規顧客獲得、生産増により全体的に環境への負荷

量は増加した。次年度は環境事務局の発信力をより高めて欲しい。改善活動も継続さ

せムダ取り、合理化を推進していくこと。 

 


